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近年，筆者の専門分野であるエネルギー関連分野で注目されているのが，燃料電池車（FCV）のリリースです。日

本でも固体高分子型搭載車の来年の発売がプレスリリースされております。また，この流れによって急ピッチで計画

が進んでいるのが，水素ステーションの建設で，2020 年までに 40 km メッシュでの建設を目標に計画が進行中だそう

です。人口当たりの国土の狭い日本は，水素ステーションの建設や現在の FCV の航続距離の性能などを考慮すると，

非常に好都合であり，FCV が普及するのであれば，日本からであろうと言われています。 

また，2011 年に家庭用燃料電池がリリースされており，主流は作動温度が 700 ℃～800 ℃である固体酸化物型燃料

電池が使用されております。発電部よりも大きな容積を占めているのが，電池排熱を利用した貯湯部で，お湯をどれ

だけ使用するかが，電池効率に大きく影響を受けます。毎日，大多数の人がお風呂に入る文化のある日本は，家庭用

燃料電池に向いていると言えます。FCV にしても，家庭用にしても，日本人と燃料電池は相性が良く，近い将来，う

まく水素エネルギーを活用した日本独自のライフスタイルが確立するかもしれないと，筆者は期待しております。 

（丹羽 栄貴）
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